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青森県における貝毒発生監視調査は、本県沿岸域のホタテガイ等二枚貝の毒化と毒化原因プランクトン

の出現動向などを詳細に把握して、二枚貝の水産食品としての安全性確保、すなわち「ホタテガイの取扱

い要綱J(平成4年、青森県)に基づく出荷自主規制措置等による安全出荷に役立てることを目的に行っ

ている調査である。ここでは、平成12年中 (2000年1月"'12月)に行った調査結果について報告する。

なお、本調査は、平成11年度までの貝毒成分・有害プランクトン等モニタリング事業(貝毒成分モニタ

リング)にひきつづき、平成12年度から16年度までの予定で実施しているものである。

調査方法

青森県沿岸域における貝毒発生監視調査の海域区分と調査定点を図 1に、 2000年の調査回数や調査内

容を表 1に示す。

ホタテガイの毒化については、青森県沿岸域を日本海、津軽海峡西部及び東部、陸奥湾西部及び東部、

太平洋の6海域に区分し、各海域に 1地点の定点を設けてホタテガイ定点調査として行った。

海域区分のうち陸奥湾においては、周年にわたる定期的な養殖貝、地まき貝の員毒検査のほか、環境調

査並びにプランクトン調査を行った。また、陸奥湾全湾調査として周年、毎月 1回、湾内6地点において

環境調査並びにプランクトン調査も行った。このほかの海域については、ホタテガイの生産が見込まれる

時期に貝毒検査のみを行った。津軽海峡西部では養殖貝、同東部では地まき員を対象とした。

ホタテガイ以外の二枚貝の毒化については、青森県沿岸域を暖流系と寒流系の2海域に区分し、二枚員

の種類についても付着性、潜砂性に分けてそれぞれ指標種を定め、周年あるいは生産が見込まれる時期に

定期的な貝毒検査を行った。対象種は付着性二枚貝としてムラサキイガイ、潜砂性二枚貝としてウバガイ

などとした。

貝毒検査はまひ性員毒と下痢性貝毒を対象に、社団法人青森県薬剤師会衛生検査センターに依頼して、

いずれもマウス試験法(公定法)により行った。なお、陸奥湾東部海域の養殖ホタテガイの下痢性貝毒に

ついては、高速液体クロマトグラフィー (HPLC)による貝毒成分の分析も行った。 HPLC分析に当たっ

ては、現時点で常法とされる分析法に従い、分析に必要な標準毒は水産庁の赤潮貝毒対策支援強化事業に

より社団法人日本水産資源保護協会から配付されたものを用いた。

環境調査とプランクトン調査は、陸奥湾のホタテガイ定点調査の場合には貝毒検査の試料採取と同時に

同地点において水温、塩分等を測定し、採水プランクトンとしてAlexandrium属、 Dinophysis属などの

禍鞭毛藻の出現数について検鏡、計数した。これらの調査方法は過去の同様調査と全く同じ方法を用いて

いる。よって詳しくは「平成6年度赤潮貝毒監視事業報告書(赤潮・貝毒調査)J (1995年、青森県)等を

参照されたい。

結果及び考察

2000年1月"'12月における調査結果については、章末の付表に示した。青森県沿岸域におけるホタテ

ガイ等の毒化状況などについては以下のとおりであった。
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図 1 2000年の青森県沿岸域における貝毒発生監視調査の調査海域区分と調査定点

表 1 2000年の青森県沿岸域における貝毒発生監視調査の調査概要

一一一一語紘一一

員毒事量査(回数) 環濠調査 プランクトン翻査

定点数 対象貝種 マウス蹴験 HPLC分析 (回数) (回数)

PSP DSP DSP 

養殖ホタテガイ 12 35 35 (5.) 35 (5層)

養殖ホタテガイ 12 34 12 35 (5眉) 35 (5層)

地まきホタテガイ 34 

養殖ホタテガイ 2 2 

地まきホタテガイ 18 18 

ムラサキイガイ 20 

ムラサキイガイ 13 13 

ウバガイ 2 2 

調査区分 海 蟻

ホタテガイ 陸奥湾西宮E
定点調査 陸奥湾東部

一枚員

定点調査

陸奥湾

全湾調査

1.太平洋と目本海におけるホタテガイ定点調査並びに暖流系海績における潜砂性二枚員定点調査については、それぞれ対象種の

生産がなく調査を実施していない。

2. H凡C分析は下痢性貝毒成分のうち01.、 DTXl、DT問、 PTX6、YTXを対象に行っている。

6 11 (5-6層) 11 (5-6層)
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1 陸奥湾における水温、塩分の推移並びに原因プランクトンの出現動向とホタテガイの毒化状況

2000年の陸奥湾においては、まひ性貝毒 (PSP)については過去同様に原因プランクトンの出現が全

くみられず、またホタテガイの毒化も認められなかった。下痢性貝毒 (DSP)については、原因プランク

トンの著しく濃密な出現はみられなかったものの、陸奥湾西部海域と同東部海域の養殖ホタテガイ並びに

西部海域と調査定点を同じくする暖流系海域の付着性二枚貝に比較的低水準ながら出荷規制値を上まわる

毒化が認められ、それぞれ出荷自主規制措置がとられた。

(1)水温、塩分の推移

陸奥湾東部海域と西部海域の環境調査結果から、 2000年におけるそれぞれの調査定点の水温と塩分の

推移を図 2-1、2-2に示す。両図には、それぞれ陸奥湾におけるDSPの主たる原因プランクトンである

Dinophysis fortiiの出現密度とホタテガイのマウス試験によるDSP毒力の推移をも合わせて示している。

両調査定点における水温と塩分の最低値と最高値は表2に示したとおりで、それぞれ、この範囲で推移

した。

表2 2000年の西部海域と東部海域定点における水温と塩分の最低~最高の範囲

観測膚

表面 (Om)

中層 (20m)

西部海域(野肉沖、水深32m)

水温 (OC> 塩分

3.7 (3月)-25.0"C (8月) 20.50 (5月)-33.74 (3月)

5.0 (3月)-24.4"C (9月) 32.73 (5月)-33.87 (3月)

東郁海峨(野辺地沖、水深35m)

水温("C) 塩分

4.5 (3月)-24.9"C (8月) 31.91 (5月)-33.56 (4月}

4.4 (3月)ー23.9"C(9月) 32. 54 (5月)-33.56 (4月)

底層 5.0(3月)-23. 5"C (9月) 33.26 (5月)-33.91 (8月) 4.4 (3月)-23.0"C (9月) 32.50 (5月)-33.56 (4月)

鹿層の観測水深lま海底上2問、水温と担分の()肉はそれぞれの観測値の出現月を示す。

陸奥湾全湾調査の結果から水温、塩分の平年差の推移をみてみると(平年値は新漁業管理制度推進情報

提供事業浅海定線調査による'72，，-'99年の過去観測平均)、水温は 1月の平年より 2"-3"Cも上回る著し

い高温傾向から、 3月には平年並みに戻り、 4月は平年より 1oc程度低め、 5月と 6月は平年並み、 7月

になると上層から平年より高めとなり、 8月には上層で2.50C、中層で1.5"-20Cの範囲で平年より高く、

底層では平年差::t1 oCの範囲で高低差が目立ち、 9月から 11月にかけては上層では全般に平年より 20C

前後高めの水準で推移し、底層でも西湾側から東湾側奥部へとしだいに平年より高めの傾向が強まったが、

12月には一転して全体に平年より 20C前後も低めとなった。年間を通してみると、盛夏から晩秋までの

高温傾向が際立つた。

塩分は、前年1999年の秋以降の平年並みの推移が4月まで続いたが、 5月には中層以浅で急激に低下

して、表層で平年より0.5"-1低め、中層でも最大0.5近く低めとなった。 6月も全体に平年より低め、 7

月にかけて上昇傾向に転じ、同月の平年差は全体に+0.3"--0.9の範囲で特に中層以深で海域差が大きく、

8月には表層で平年より0.5前後低め、中層以深ではひきつづき海域差があるものの概ね平年並みの水準

となり、 9月には全体に平年並みに回復して、 10月以降は全般に平年並みに推移した。

(2) DSP原因プランクトンの出現動向

陸奥湾西部、同東部海域の2定点におけるDSP原因種を含む渦鞭毛藻Dinophysis属の出現種は、

D.fortii， D.acuminata、D.mitra、D.caudata、D.infundibulus、D.rotundata、D.rudgei、D.1enticula

の8種であった。過去に出現が確認されているD.norvegica、D.triposは、本年はともにその出現が全く

みられなかった。

上記出現種8種のうち、陸奥湾における優占出現種は、 DSP毒性が確認されているD.fortii、D.mitra、

D.rotundataの3種と毒化初期の原因容疑種とされてきているD.acuminataの合わせて4種である。湾内

2定点のプランクトン調査結果から、これら 4種と近年比較的濃密な出現傾向が続いているD.lenticu1aの
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図2-1 2000年の陸奥湾西部海域定点における水温、塩分などの推移

上段から順に水温、塩分の推移、主たるDSP原因プランクトンであるD.forti出現密度の推移並びにホタテガイの
マウス試験によるDSP毒力(養殖貝中腸腺)の推移を示す。
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図2-2 2000年の陸奥湾東部海域定点における水温、塩分などの推移

上段から順に水温、塩分の推移、主たるDSP原因プランクトンであるD_fort証出現密度の推移並びにホタテガイの

のマウス試験によるDSP毒力(養殖貝と地まき貝、いずれも中腸腺)の推移を示す。

-71-



D.fortii 

D.aαuninata 

D.mitra 

D.rot削 data

D.lentiwla 

D.fortii 

D.aαuninata 

D.mitra 

D. rotundata 

J F M 

D.lentiαda ドー一・

A S 0 N 0 

J F M A M J J A S 0 N 

図3 2000年の陸奥湾2定点におけるDSP原因種4種などの出現密度の推移

湾内 2定点におけるDSP原因種4種ほかについて、調査時毎の最高出現密度の年間の推移を示す。

上段が西部海域定点、下段が東部海域定点である。

合わせて 5種の2000年における出現動向を図3に示す。

西部海域においては、 3月末まではD.fortii:が5"'-'20cels/Lの範囲で継続的に出現し、 D.lenticulaも断

続的に20cells/L以下の範囲で出現した。 D.acuminataは3月末になって10cells/L出現した。 4月には

D.fortiiとD.acuminataが1o "'-'30cells/Lの範囲で、継続的に出現し、 D.lenticulaは増加傾向が続き 5月初め

にかけて本年最高の55cells/Lに達した。 5月にはD.lenticulaが減少し、代わって月半ばには

D.acuminataが本年最高の140cells/Lまで急増し、その後急減、続いて月末近くにD.fortiiが

130cells/Lまで急増した。 D.fortii'の増加傾向は6月に入っても続き、同種は6月12日調査時に本年最高

の405cells/Lに達した。この問、 D.acuminataは最高でも65cells/L以下まで、またD.lenticulaも

15cells/L以下まで減少した。月半ば頃からはD.rotunndataが出現しはじめた。 7月にはD.lenticulaは全

く出現しなくなり、 D.fortiiも30cells/L以下まで減少、 D.acuminataは15cells/L以下の出現傾向が続い

た後、 8月初めにかけて一時的に40"'-'65cells/Lまで増加した。一方、 D.rotunndataは30cells/Lまでし

だいに増加し、 D.mitraも出現し始めた。 8月にはD.fortiiは15cells/L以下まで減少し、 D.acuminataも

中旬以降は出現しなくなった。 D.rotundataはなお増加し、同種は月半ばに本年最高の340cells/Lに達し

た。また同時にD.mitraも本年最高の65cells/Lまで増加した。 9月にはD.fortii、D.acuminata、D.mitra、

D.rotundataが出現したが、いずれも30cells/L以下となり、 10月にはD.mitraのみが 5cell/L出現、 11月

と12月には優占種4種ともに全く出現しなかった。

東部海域においては、 3月末までは西部海域とほぼ同様にD.fortii，D.acuminata、D.lenticulaの3種

が 5"'-'30cells/Lの範囲で出現した。 4月にはD.fortiiの出現は横ばい傾向ながら、 D.acuminataと

D.lenticulaは増加傾向が続き、特に前者は月末近くに340cells/Lまで増加した。 5月も 4月同様の傾向
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が続き、 D.fortiiは全般に50cells/L以下の出現にとどまる一方、 D.acuminataとD.1enticu1a.ま増加して、

月半ば過ぎに同時にそれぞれ本年最高の550cells/L、70cells/Lに達した。これら 2種はその後減少した。

6月に入るとD.fortii:が急増し、同種は6月26日調査時に本年最高の780cels/Lに達L、その後急減した。

またD.acuminataも再び195cells/Lまで増加した。 D.lenticulaは30cells/L以下まで減少し、

D.rotundataが出現しはじめた。 7月にはD.forti幼t15cells/L、D.acuminataも5cells/Lにまで減少し、

D.1enticulaは月内に全く出現しなくなった。一方、 D・rotundataは40cells/Lまで増加し、 D.mitraも出現

しはじめた。 8月にはD.fo.巾Yが一時的に80cells/Lまで増加したほか、 D・rotunda胞とD.n湖習もなお増加

傾向が続き、前者は下旬初めに本年最高の160cells/Lに達し、また後者も月半ば頃に本年最高の

115cells/Lに達した。 9月にはD.fortiiが再び一時的に85cells/Lまで増加したのち減少し、また

D.rotunndata、D.mitraは全般に減少傾向が続き、月末までに 3種とも10cells/L以下となった。 10月に

は優占種4種は全く出現せず、 11月にはD.mitraのみが5cells/L出現、 12月にも4種とも全く出現しな

かった。

次に、陸奥湾全湾調査のプランクトン調査結果から、 2000年1月-12月における月毎のD.fortii<の湾内

水平分布の推移を図4に示す。 D.fortiiは4月までは10-40cells/Lの範囲で湾全域に出現した。 5月には

分布傾向は4月までと変わらず湾全域に及び、一部の海域では80cells/Lまで増加した。 6月になると前

月までより著しく濃密化し、特に西湾側から湾央部にかけては最高出現密度が800ells/Lに達し、濃密分

布層は20m以深層に形成された。 7月には西湾側で減少し、逆に東湾側で著しく濃密化して、東湾側中

央部の40m層の出現密度は1000cells/Lに達した。 8月と 9月にはほぼ湾全域で10-40cells/Lの密度で

出現分布したが、 10月には20cells/L以下まで減少した。 11月には湾全域で全く出現せず、 12月には一

部の海域で10ells/L出現したにとどまった。

なお、全湾調査によるDinophysis属出現種としては、西部と東部海域の2定点調査による 8種のほか、

D.αカiosaの出現も確認されている。

図5は、湾内西部、東部海域2定点の調査結果から、 1980年以降におけるD.fortil出現密度と養殖ホタ

テガイ中腸腺のDSPマウス毒力の推移を示したものである。近年のD.fortiiの年間最高出現密度は、 1995

年に西湾定点で1680cells/L、1996年に東湾定点で2035cells/Lを記録した以降、両定点とも400cells/L

以下で推移してきた。 2000年におけるD.fortiiの出現は、上述のように最高出現密度は近年より比較的高

めながらも1000cells/Lを越えることがなく、 1990年あるいは1991年以降の低出現傾向がなお続いたも

のと言えよう。

(3 )ホタテガイのDSP毒化状況

マウス賦験によるDSP毒力の推移

陸奥湾における2000年のホタテガイの毒化状況については前出の図2-1と2-2に示している。また、

1978年以降における養殖ホタテガイの出荷自主規制状況を図6に示す。

西部海域の養殖ホタテガイについては、 4月25日調査時の野内定点で0.44-0.88MU/g(中腸腺)のマ

ウス試験による毒力(以下、「毒力j という)が検出されて毒化が確認された。引き続く 5月中は毒化が

認められなかったが、その後6月5日調査時に再び毒化が確認され、 7月3日調査時まで継続して出荷規

制値を超える毒力が検出された。このため、同員種の出荷自主規制措置は前後2回にわたり行われた。初

回の規制期間は4月27日-5月18日 (21日間)、 2回目の規制期間は6月8日-7月27日 (49日間)、毒

化期間中の最高毒力は1.1-2.1MU/g (中腸腺、 6月19日調査時の浦田臨時調査点)であった。

東部海域の養殖ホタテガイについては、西部海域より遅い6月12日調査時の東田沢臨時調査点で0.96

-1.9MU/g (中腸腺)の毒力が検出されて毒化が確認され、.西部海域と同じ 7月3日調査時まで出荷規

制値を超える毒力が検出された。出荷自主規制期間は6月15日-7月27日 (42日間)、毒化期間中の最

高毒力は2.2-3.3MU/g (中腸腺、 6月19日調査時の東田沢臨時調査点)であった。また、同海域の地
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まきホタテガイについては年間を通して全く毒力が検出されず、毒化が認められなかった。

2000年の陸奥湾における養殖ホタテガイの毒化は、上述のように最高毒力が2.2-3.3MU/g(中腸腺、

可食部で0.2-0.3MU/g)にとどまり、前出した図 5の1980年以降の2定点における養殖ホタテガイの

DSP毒力の推移にみられるように1996年来の低毒化傾向がなお続いたものと言えよう。出荷自主規制に

ついては、図6にみられるように開始が遅めで解除は逆にかなり早く、 1998年の海域細分化以前と閉じ

ように陸奥湾全域を 1生産海域とした場合の規制日数も84日間(初回の西部海域の規制開始から西部・

東部両海域の同時規制解除までの日数)にとどまった。低毒化とともに出荷自主規制も比較的軽度に終わ

ったものと言えよう。

• 10 ・20-SO 
・伺ー 100・110-200 ・210-SOO 
.51何∞o

図4 2ぽ旧年の陸奥湾におけるa伽世の出現分布の推移
毎月 1回の陸奥湾全湾調査結果から、湾内6地点それぞれ5-6層のうち最も多く出現した層

の出現密度を抜き出し、月毎の湾内水平出現分布として示す. 2月は欠測したため調査結果が

なく、 D.fortiの出現密度は不明である.凡例の単位は出量s/L.
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図5 1980年以降の陸奥湾2定点におけるD.fortii出現密度と養殖ホタテガイのDS晴力の推移
湾内 2定点の調査結果から、定点毎に月間のD.fortii最高出現密度と養殖ホタテガイ中腸腺のマウス試験によるDSP最高

毒力を抜き出し、その季節変化と経年変化として示す。上段が西部海域定点、下段が東部海域定点である。なお、 '~2 月
及び1O~'2月の期間については出現密度、毒力ともに値が入っていない。
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図6 1978年以降における陸奥湾海域産養殖ホタテガイの出荷規制状況
各年次の出荷自主規制開始日から解除日までの期聞を黒帯線で示す。
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HPLC分析によるDSP成分量の推移

2000年におけるDSP成分のHPLC分析は、東部海域の養殖ホタテガイについてオカダ酸 (OA) とジィ

ノフィシストキシンー 1 (DTX1)、ジィノフィシストキシンー 3 (DTX3)、ベクテノトキシンー6 (PTX 

6)、エソトキシン (YTX) を対象に行った。 5月31日から 8月14日まで毎週 1回採取した12試料につ

いて分析した結果を表 3に示す。このうち 7月24日の試料については前処理を誤ったため毒成分が不明

である。 OAは分析できた全ての試料から検出されず、 DTX1は0.1"""'0.2μgjg、DTX3は0.1"""'0.7μgjg

の範囲で、いずれもマウス試験により毒化が確認された 6月26日と 7月3日の試料に比較的高い値が検

出された。 PTX6は0.3"""'2.4μgjgの範囲で全ての試料から検出された。 DTX1、DTX3と同じように

マウス試験により毒化が確認された 6月26日と 7月3日に高い値が検出され、また、この時期を境にし

て高低変化がみられた。 YTXは0.5"""'2.4μgjgの範囲で全試料から検出され、前 3者の成分より全般に値

が高く、 2μgjgを超える試料が多数を占めた。

表2には、上記の毒成分含量を比毒性値を用いてマウス毒性に換算した値とマウス試験による毒力も合

わせて示しである。マウス試験毒性検出時には両者の毒力がほぼ一致しているものの、マウス試験毒性の

非検出時にも毒成分換算毒力が1MUjgを超えている場合が多く、全体として対応がよくない。両者の差

異については、試料の処理過程でYTXの回収率が異なることなどが要因として想定されるものの、今の

ところよくわからない。

表 3 2000年における陸奥湾東部海場産養殖ホタテガイのDSP成分の憎しC分析結果

毒成分含量 P(TμXg6/E) マウス毒性 マウス鼠験
採取月日 分析部位 OA DTX1 DTX3 PTX6 YTX 換算値卿I/g) 毒カ繍J/g)

2000/05/31 中腸疎 NO 間 ND 0.9 2.2 1. 19 <0.56 
2以lO/06/05 (以下岡山 NO 0.2 ND O. 7 0.5 0.38 <0.57 
2飢lO/06/12 臨 間 ND O. 7 2.4 1. 27 く0.62

2∞0/06/19 ND 問 間 0.5 1.5 0.80 く.0.印

20∞/06/26 船 。.2 0.6 2.4 1.7 1.27 1. 1-2.3 
2似lO/07/03 附 0.2 O. 7 1.2 2.3 1.47 1. 2-2. 4 

2000/07/10 間 ND ND 0.8 2.3 1.23 <0.63 

2000/07/17 附 TR ND 0.5 2.0 1.05 く0.67

20∞/07/24 (読料処理不良のため欠測) <0.65 

2仮泊/07/31 ND TR TR 0.3 2.4 1. 23 く0.65

2飢lO/08/07 ND ND ND 0.3 2.1 1.朗 <0. 70 

20∞/佃/14 即 O. 1 0.1 0.3 2.3 1. 23 <0.69 

{注}栂:notdetected、TR:trace(less凶aft0.1μg/g) 

2 津軽海峡におけるホタテガイの毒化状況

2000年の津軽海峡西部海域の養殖ホタテガイ並びに同東部海域の地まきホタテガイについては、まひ

性貝毒、下痢性員毒のいずれも調査期間中を通してマウス試験による毒力が全く検出されず、毒化が認め

られなかった。

3 暖流系海域及び寒流系海域におけるホタテガイ以外の二枚貝の毒化状況

2000年の暖流系海域(日本海、津軽海峡西部、陸奥湾)並びに寒流系海域(津軽海峡東部、太平洋)

におけるホタテガイ以外の二枚貝については、まひ性員毒は付着性、潜砂性の全対象種とも調査期間中を

通してマウス試験による毒力が全く検出されず、毒化が認められなかった。

下痢性員毒については、両海域とも付着性二枚具に毒化が認められた。このうち暖流系海域のムラサキ

イガイについては、陸奥湾西部海域の養殖ホタテガイと同時の4月25日調査時に0.32"""'0.65MUjg(中腸

腺)のマウス試験による毒力が検出され、 7月10日調査時まで出荷規制値を越える毒化が認められた。

出荷自主規制期間は4月27日.......8月31日 (126日間)、毒化期間中の最高毒力は1.6"""'2.3MUjg(中腸腺、
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可食部では0.2""0.3MU/g)であった。また、寒流系海域のムラサキイガイについては、 6月12日調査時

に0.05""0.1MU/g(可食部)のマウス試験による毒力が検出され、昨年1999年に引き続き 2年連続して

毒化が認められた。出荷自主規制期間は6月15日""9月14日 (91日間)であった。このほかの寒流系海

域における潜砂性二枚貝の対象種であるウバガイについては、調査期間中を通してマウス試験による毒力

が全く検出されず、毒化が認められなかった。

要約

1.青森県沿岸域におけるホタテガイ等二枚貝の毒化を監視するため、 2000年 1月""12月の期間、定期

的または生産時期を中心にホタテガイ定点調査、二枚貝定点調査、陸奥湾全湾調査を実施し、貝毒検査、

環境調査、プランクトン調査を行った。

2. 2000年の陸奥湾においては、まひ性貝毒については原因プランクトンの出現が認められず、また養

殖ホタテガイのマウス試験による毒力も調査期間中を通して検出されず、過去同様に毒化が認められな

かった。

3.下痢性貝毒については、西部海域、東部海域ともに養殖ホタテガイに毒化が確認され、陸奥湾を 1生

産海域としてみた場合の毒化期間は4月25日""7月3日、最高毒力は2.2""3.3MU/g(中腸腺)、毒化に

よる出荷自主規制期間は4月27日""7月27日、規制日数は91日間であった。東部海域の地まきホタテ

ガイには毒化が認められなかった。また、主たる毒化原因プランクトンであるD.fortiiの最高出現密度

は780ceUs/Lであった。養殖ホタテガイの毒化期間と毒力、原因プランクトンの出現密度ともに近年の

低毒化、低出現傾向がなお続いた。

4.東部海域の養殖ホタテガイ 12試料について、 DSP成分のうちOA、DTX1，DTX3、PTX6、YTX

を対象にHPLC分析を行ったところ、 DTX1，DTX3、PTX6、YTXが検出された。マウス試験によ

る毒化時にはマウス毒性換算値がほぼ一致したが、このほかは毒性換算値が上回る場合が多く、全般的

には一致しない傾向がみられた。

5. 2000年の津軽海峡西部海域の養殖ホタテガイ並びに同東部海域の地まきホタテガイについては、ま

ひ性貝毒、下痢性貝毒のいずれも毒化が認められなかった。

6. 2000年におけるホタテガイ以外の二枚貝の毒化については、まひ性貝毒は暖流系海域、寒流系海域

ともに、また付着性、潜砂性の全対象種ともに毒化が認められなかった。下痢性貝毒については、暖流

系海域、寒流系海域ともに付着性二枚貝(ムラサキイガイ)に毒化が確認され、暖流系海域では毒化期

間が4月25日""7月10日、最高毒力が1.6""2.3MU/g(中腸腺)、毒化による出荷自主規制期間が4月

27日""8月31日(126日間)、寒流系海域では同じく 6月12日調査時、 0.05""0.lMU/g(可食部)、 6

月15日""9月14日 (91日間)であった。

文献

1)""5) 青森県 (1981""1985) :昭和55""59年度 赤潮・特殊プランクトン予察調査報告書

6)""8) 青森県 (1986""1988) :昭和60""62年度 赤潮・特殊プランクトン調査報告書

9) ""15) 青森県 (1989""1995) :昭和63""平成6年度赤潮防止対策事業報告書(赤潮貝毒調査)

16) ""20) 青森県 (1997""2001):平成 7""11年度 貝毒成分・有害プランクトン等モニタリング事業

(貝毒成分モニタリング)青森県水産増殖センタ一事業報告第26""30号

-77一



付表

乙の付表には、 2000年 1月"'-'12月に行った調査結果をとりまとめ、次のような表にして示した。

付表 1 青森県沿岸域の貝毒調査結果(マウス試験及び員毒成分HPLC分析結果)

付表2-1 陸奥湾海域西湾定点の気象海象観測結果、水質調査結果及びプランクトン調査結果

付表2-2 陸奥湾海域東湾定点の気象海象観測結果、水質調査結果及びプランクトン調査結果

付表2-3 陸奥湾海域全湾調査の気象海象観測結果及びプランクトン調査結果

なお、プランクトン調査結果の渦鞭毛藻類の種名については、次のように略記した。表中には

P.compressumの欄も設けてあるが、同種については計数していないため全て空白とした。

Ceratium属 C. a: C.arietinum C. b : C.boehmii C. f: C.fusus 

Dinophysis属 D. f: D.fortii D. a : D. acuminata D.m: D.mitra 

D. C: D.caudata D. i : D. infundibulus D. rd : D. rotundata 

D. rg : D.rudgei D. n : D. norvegica D. t: D.tripos 

D. 1: D.lenticula 

Prorocentrum属 P. C: P.compressum P.m: P.micans 

Alexandrium属 A.c: A.catenella A. t: A. tamarense 

Protoperidinium属 P. C: P.conicum P.d: P.depressum 

Gymnodinium属 G. C: G.catenatum 

また、過去の陸奥湾における下痢性貝毒によるホタテガイの毒化状況などを整理して、次のような表にし

て示した。

付表3-1 1980年以降の陸奥湾西部海域(西湾定点)における養殖ホタテガイの下痢性貝毒による毒

化状況とD.fortiiの出現動向

付表3-2 1980年以降の陸奥湾東部海域(東湾定点)における養殖ホタテガイの下痢性貝毒による毒

化状況とD.fortiiの出現動向

付表4 1978年以降における陸奥湾海域産ホタテガイの下痢性貝毒による出荷規制状況
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付表 1 青森県沿岸域の貝毒調査結果 (マウス試験及び貝毒成分伊LC分析結果) (1/5) 

マウス鼠験 貝毒成分 HP l C分続

海地 調査地点 貝の種類 録取月日 検査月日 まひ性毒カ(附/9} 下痢性事力{附/9} まひ性貝毒成分 下街性貝毒成分 {μ9/9}

中腸腺 可食部 中胸腺 可食費E (非分析} 分析郵位 OA DTX1 DTX3 PTX2 PTX6 YTX 

陸奥湾西部 野内 ホ~テガイ{養殖} 20∞/01/21 01/31 <1.15 <0.82 <0.05 
02/22 02/24 <1.15 <0.49 <0.05 
03/06 03/09 <0.45 <0.05 
03/13 03/16 <0.43 <0.05 
03/21 03/23 <1.15 <0.42 <0.05 
03/28 03/30 <0.39 <0.05 
04/03 04/06 <0.40 <0.05 
04/UI 04/13 <1.15 <0.44 <0.05 
04/18 04/20 <0.45 <0.05 
04/25 04/21 0.44-0.88 0.05-0.1 
05/01 05/08 <0.49 <0.05 
05/08 05/11 <1.15 <0.48 <0.05 
05/15 05/18 <0.53 <0.05 
OS/22 05/25 <0.51 <0.05 
OS/29 侃101 <0.ω <0.05 
06/05 06/08 0.52-1.0 0.05-0.1 
06/12 06115 <1.15 0.49-0.98 0.05-0.1 
06/19 06/22 O.ω-1.2 0.05-0.1 
06/26 06/29 <0.鴎 <0.05 

-.J 01/03 07/06 <0.53 <0.05 
に0

01/10 01113 <1.15 <0.51 <0.05 
07/17 07/20 <0.59 <0.05 
07/24 07/27 <0.63 <0.05 
07/31 08/03 <0.60 <0.05 
08/07 08/10 <0.67 <0.05 
関114 08/11 <1.75 <0.飽 <0.05 
08/21 ω124 <0.61 <0.05 
関/28 08/31 <0.70 <0.05 
09/04 09/07 <0.71 <0.05 
09/11 09/14 <1.75 <0.68 <0.05 
09/19 09/21 <0.倒 <0.05 
09/25 09/28 <0.70 <0.05 
10/17 10/19 <1. 75 <0.74 <0.05 
11/14 11/16 <1.15 <0.71 <0.05 
12/14 12/18 <1. 75 <0.64 <0.05 

陸奥湾西部 蟹図 ホ~Tガイ{養殖} 2ω0/05/02 05/08 <0.46 <0.05 
05/08 005U /11 <0.45 <0.0.5 
05/15 18 <0.50 <0.05 
06/12 06/15 <0.54 <0.05 
06/19 06/22 <0.60 <0.05 
06/27 ω/29 。.56 <0.05 
07/03 01106 <0.伺 <0.05 
07/10 07/13 <0.65 <0.05 
07/17 07/20 <0.11 <0.05 
07/24 07/27 <0.71 <0.05 



(2/5) 

マウス鼠験 貝毒成分 HP l C分析

海場 調査地点 貝の種類 探取月日 検査月日 まひ性毒カ{削/9) 下情性毒カ{附19) まひ性貝毒成分 下痢性貝毒成分 {μ9/9)

中腸腺 可食餌 中胸腺 可食部 {非分析) 分析部位 OA DTXl DTX3 PTX2 PTX6 m 

陸奥湾西節 浦田 ホタテガイ{養殖} 2000/05/01 05/08 <0.39 <0.05 
05/08 05/11 <0.45 <0.05 
05/15 05/18 <0.50 <0.05 
06/12 06/15 0.52-1.0 0.05-0.1 
06/19 06/22 1.1-2.1 0.1-0.2 
06/26 06/29 0.55-1.1 0.05-0.1 
07/03 07/06 0.52-1.0 0.05-0.1 
07/10 。7/13 <0.57 <0.05 
07/17 07/20 <0.61 <0.05 
07/24 07/27 <0.62 <0.05 

R重奥海束郡 野辺地 ホ9テガイ(養殖} 2000/01/27 01/31 <1.76 <0.72 <0.06 
02/24 02/25 <1.76 <0.52 <0.05 
03/06 03/09 <0.50 <0.06 
03/13 03/16 <0.61 <0.06 
03/21 03/23 <1.75 <0.62 <0.05 
03/28 03/30 <0.56 <0.05 
04/03 04/06 <0.53 <0.05 
04/10 04/13 <1.75 <0.52 <0.05 

。。 04/18 04/20 <0.55 <0.05 
o 04/25 04/21 <0.54 <0.05 

05/02 05/08 <0.52 <0.05 
05/08 05/11 <1.75 <0.56 <0.05 
06/17 06/18 <0.54 <0.05 
06/22 OS/25 <0.55 <0.05 
05/31 偶101 <0.66 <0.05 中腸腺 ND ND ND 0.9 2.2 
06/06 ω/08 <0.67 <0.06 中踊腕 ND 0.2 ND 0.1 0.5 
08/12 06/16 <1.75 <0.62 <0.侃 中.... ND ND ND 0.7 2.4 
06/19 08/22 <0.60 <0.06 中腸腺 ND ND 明白 0.6 1.5 
08/26 08/29 1.1-2.3 0.1-0.2 中綱腺 ND 0.2 0.6 2.4 1.7 
07/03 01/07 1.2-2.4 0.1-0.2 中腸腺 ND 0.2 0.7 1.2 2.3 
01/10 01/13 <1.15 <0.83 <0.05 中腸腺 附 ND ND 0.8 2.3 
01/11 01/20 <0.61 <0.05 中腸腺 ND TR ND 0.5 2.0 
01124 01/21 <0.86 <0.05 {欠測)
01131 08/03 <0.65 <0.05 中踊臓 ND TR TR 0.3 2.4 
ω101 06/10 <0.10 <0.05 中闘訓 ND ND ND 0.3 2.1 
08/14 ω/17 <1.75 <0.69 <0.05 中腸腺 ND 0.1 0.1 0.3 2.3 
閃/21 08/24 <0.12 <0.05 
ω104 09/01 <0.18 <0.05 ND:not deぬct凶
ω/11 ω/14 <1.15 <0.12 <0.05 TR:Trace.less than 0.1μ9/9 
09/19 09/21 <0.78 <0.05 
09/29 10/05 <0.85 <0.05 
10/17 10/19 <1.75 <0.ω <0.05 
11/14 11/16 <1.75 <0.79 <0.05 
12/18 12/26 <1. 75 <0.05 



(3/5) 

マウス鉱峨 貝.成分 HP l C分続

海繍 翻査地点 貝 の種類 採取月日 検査月日 まひ性毒カ{削1/9) 下痢性毒カ{附/9) まひ伎貝毒成分 下痢性貝脅威分 (μ9/9)

中胸腺 可食観 中鱒腺 可食餌 {非分析} 分析鶴位 OA DTX1 DTX3 PTX2 PTX6 YTX 

陵奥湾東銀 東白沢 ホ?テガイ(聖書殖) 2ω0/05/15 05/18 <0.53 <0.舗
06/12 06/15 0.96-1.9 0.1-0.2 
06/19 06/22 2.2-3.3 0.2-0.3 
ω/27 06/29 1.1-2.2 0.1-0.2 
07/03 07/06 <0.53 <0.05 
07/10 07/13 <0.60 <0.05 
07/17 07/20 <0.57 <0.05 
07/24 07/27 <0.61 <0.05 

陸奥湾東節 脇野沢 ホ?7'ガイ(養殖} 2∞0/06/19 06/22 <0.58 <0.05 
06/26 06/29 <0.61 <0.05 
07/03 01/07 1.2-2.3 0.1-0.2 
07/10 01/13 <0.63 <0.05 
07/18 07/20 <0.64 <0.05 
07/24 01/21 <0.飢 <0.05 

陸奥湾東部 野辺地 ホ?ァカ・イ{地まき) 2∞0/01/25 01/27 <0.85 <0.05 
02/24 02/25 <0.64 <0.05 
03/06 ω/09 <0.53 <0.05 

。。 03/13 ω:/16 <0.52 <0.05 
トー ω/21 ω/23 <0.駒 <0.05 

03/28 ω/30 <0.57 <0.05 
04/03 04/，ω <0.53 <0.05 
04/10 04/13 <0.54 <0.05 
04/18 04/20 <0.57 <0.05 
04/25 04/27 <0.56 <0.05 
05/02 05/08 <0.61 <0.05 
05/08 05/11 <0.56 <0.05 
05/17 05/18 <0.印 <0.05 
05/22 OS/25 <0.閃 <0.05 
05/31 06/01 <0.67 <0.05 
06/05 06/08 <0.67 <0.05 
06/12 06/15 <0.似 <0.05 
06/19 ω/22 <0.閃 <0.05 
06/26 06/29 <0.61 <0.05 
07/03 01/06 <0.65 <0，関
07/10 07/13 <0.15 <0.05 
07/17 07/20 <0.関 <0.05 
07/24 01/21 <0.68 <0.05 
07/31 ω/03 <0.69 <0.05 
08/07 08/10 <0.69 <0.05 
08/14 ω/17 <0.70 <0.05 
側/21 08/24 <0.18 <0.05 
09/04 09/07 <0.83 <0.05 
09/11 09/14 <0.舗 <0.05 



(4/5) 

マウスI;t験 貝毒成分 HP l C分析

海域 綱査地点 貝の種類 録取月日 検査月日 まひ性毒力{附19) 下痢性竃カ(削19) まひ性貝毒成分 下前性貝毒成分 (μ9/9)

中腸腺 可食部 中腸腺 可食部 (非分析) 分析部位 OA DTXl 。TX3 PTX2 PTX6 YTX 

陸奥湾東部 野辺地 ホ~テガイ(地まき) 2000/09/19 10/21 <0.78 <0.05 
09/29 10/05 <0.89 <0.05 
10/17 10/19 <0.83 <0.05 
11/14 11/16 <0.81 <0.05 
12/14 12/18 <0.69 <0.05 

i車軽海峡積都 今別 ホタテガイ(養殖) 2000/06/28 06/30 <0.51 <0.05 
津軽海峡西部 今別 07/17 07/20 <1.75 <0.64 <0.05 

津軽海峡束郡 野牛 ホヲTガイ(地まき) 2000/04/24 04/27 <1. 75 <0.49 <0.05 
野牛 05/08 05/11 <1. 75 <0.54 <0.05 
野牛 05/15 05/18 <1.75 <0.56 <0.05 
野牛 OS/22 05125 <1.75 <0.54 <0.05 
野牛 05/31 06/02 <1. 75 <0.65 <0.05 
野牛 ω/05 06/08 <1.75 <0.60 <0.05 
野牛 06/13 06/15 <1.75 <0.54 <0.05 
石持 06/19 ω/22 <1.75 <0.56 <0.05 
石待 06/26 06/29 <1.75 <0.59 <0.05 
野牛 07/03 07/06 <1. 75 <0.61 <0.05 
石持 07/10 07/13 <1. 75 <0.66 <0.05 αコ
野牛 07/17 07/20 <1. 75 <0.71 <0.05 N 

石持 07/24 07/27 <1. 75 <0.70 <0.05 
野牛 07/31 08/03 <1.75 <0.76 <0.05 
石持 08/07 08/10 <1. 75 <0.71 <0.05 
野牛 08/13 08/17 <1. 75 <0.76 <0.05 
石持 08/21 08/24 <1.75 <0.77 <0.05 
野牛 08/28 08/31 <1.75 <0.83 <0.05 

暖流系 青書量 ムラサキイガイ 2000/01/27 01/31 <0.58 <0.05 
02/22 02/24 <0.39 <0.05 
03/06 03/09 <0.39 <0.05 
03/13 03/16 <0.36 <0.05 
03/21 03/23 <0.37 <0.05 
03/28 03/30 <0.34 <0.05 
04/03 04/06 <0.37 <0.05 
04/10 04/13 <0.38 <0.05 
04/18 04/20 <0.35 <0.05 
04/25 04/27 0.32-0.65 0.05-0.1 
05/01 05/08 0.32-0.64 0.05-0.1 
06/12 06/15 1.6-2.3 0.2-0.3 
07/10 07/13 1.1-2.1 0.1-0.2 
08/14 ω/17 <0.78 <0.05 
08/21 08/24 <0.77 <0.05 
08/28 ω/31 <0.75 <0.05 
09/11 09/14 <0.77 <0.05 
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マウス鼠 .. 貝毒成分 HP l C分析

海 ld 調査地点 員の種規 録取月日 検査月日 まひ性毒カ{則/9) 下綱性.カ{附1/9) まひ性貝毒成分 下痢性貝毒成分 {μ9/9)

中腸繍 可食都 中蝿刷 可食餌 {非分続} 分4荷額位 OA DTXl DTX3 PTX2 PTX6 YTX 

.ii系 青書量 ムラサキイガイ 20ω/10/17 10/19 <0.91 <0.05 
11/14 11/16 <0.71 <0.05 
12/14 12/18 <0.57 <0.05 

.涜系 関根浜 ムラサキイガイ 20ω/01/24 01/27 <1.75 <0.05 
02/21 。2/24 <1.75 <0.05 
03/21 03/24 <1. 75 <0.05 
04/17 04/20 <1. 75 <0.05 
05/09 05/11 <1.75 <0.05 
06/05 061ω <1.75 <0.05 
06/12 06/15 <1.75 0.05-0.1 
08/22 ω1/24 <1.75 <0.05 
09/04 ω1/07 <1. 75 <0.05 
09/11 ω1/14 <1.75 <0.05 
10/16 10/19 <1. 75 <0.05 
11/13 11/16 <1. 75 <0.05 
12/12 12/18 <1.75 <0.05 

事流系 ー沢 ウバガイ 2似畑/02/07 02/10 <1.75 <0.05 
12/06 12/14 <1.75 <0.05 

∞ w 



付表2-1 陸奥湾西部海域(西湾定点)の気象海象観測結果及びプランクトン調査結果 (1/4) 

気象海象観測結果 プランクトン(渦純毛蕩類)鯛査結果 (出現密度 cells/L}

海域 調査地点 水深 年月日 時刻天気雲量風向透明度水色調査水温 担分 Ceratium属 Dinophysis贋 Proro- Alexand- Protoperi- Gy肺lOdト Dinophysi属

(m) 嵐カ (岡} 水深(・C) centrumll riu. diniu.属 nium属 {分裂細胞}

(11) C.8 C.b C.f O.f 0.8 O.m O.C O.i O.rd O.rg O.n o.t 0.1 P.c P.悶 A.cA.t P.c P.d G.c O. f 0.8 O.m O.C 

陸奥湾西部 野内 32 2000/1/27 8・00 ー 13.0 -ー o 7.0 33.313 105 5 10 
5 6.5 33.309 65 10 
10 8.0 33.417 90 5 10 
20 8.5 33.538 15 
30 ---33.662 

2000/2/22 9・20 ー- 8.0 -- o 5.2 33.391 5 70 15 5 
5 5.5 33.657 205 5 10 10 
10 6.2 33.740 275 10 15 
20 6.2 33.744 200 5 5 
30 5.9 33.749 5 10 250 10 

2000/3/6 7:50 - 10.0 -- o 5.7 33.737 185 15 5 10 
5 6.0 33.732 270 15 10 5 
10 5.7 33.731 205 40 10 15 10 15 
20 5.7 33.731 235 15 20 5 
30 6.0 33.734 195 40 10 10 10 

2000/3/13 7:35 ーー 10.0 -- o 4.8 33.621 55 10 5 
5 5.0 33.617 85 20 5 5 5 
10 5.0 33.620 55 5 5 15 
20 5.0 33.621 75 
30 5.0 33.619 80 

2000/3/21 7:30 ー・ 11.0 -- o 3.7 31.756 5 百 5 
5 4.2 33.269 55 5 10 5 

。品。 10 4.5 33.375 190 15 15 10 
20 5.0 33.552 105 5 15 5 
30 5.0 33.568 85 10 

2000/3/28 7:30 『ー ーー ー- 8.0 幽明 o 5.5 33.576 125 20 10 5 
5 6.2 33.872 105 10 5 20 5 
10 6.2 33.874 125 10 10 10 5 
20 6.2 33.873 90 15 10 5 10 
30 6.5 33.874 65 15 5 10 

2000/4/3 6:30 ーー 10.0 ・・ o 5.5 33.580 130 5 5 10 45 
5 5.4 33.578 115 10 5 10 15 10 
10 5.5 33.575 65 25 10 10 15 15 5 
20 5.5 33.576 180 20 5 10 10 15 30 
30 5.5 33.576 135 10 15 15 10 

2000/4/10 7:40 ーー ー司 13.0 -- o 6.0 21.403 5 
5 6.8 33.582 30 15 15 25 15 
10 6.8 33.600 100 40 10 25 30 45 
20 6.5 33.593 350 75 30 5 15 40 35 
30 6.7 33.555 55 5 10 5 

200o/4/18 7:00 -ー 14.0 -- o 7.3 33.554 245 15 20 5 40 5 
5 7.4 33.567 355 40 20 15 20 
10 7.4 33.542 380 25 15 20 5 
20 7.2 33.541 325 25 10 5 
30 7.2 33.546 275 40 5 40 20 

2000/4/25 7:-00 ー- 8.0 -- o 8.4 29.213 20 5 5 
5 8.8 33.070 35 15 15 10 
10 8.8 33.373 185 50 10 30 45 10 
20 8.8 33.419 240 40 15 15 20 40 
30 8.0 33.584 5 15 55 15 



(2/4) 

気象海象観測結果 プランクトン{渦繊毛簿類}調査結果 {出現密度 cells/L)

海域 繍査地点 水深 年月白 時刻天気雲.風向透明度水色鋼査水温 塩分 Cerati咽属 Dinophysis. Proro- A 1 exand- Proto問ri- Gy岡田di- Dinophysi属
(11) 風カ (聞) 水深('C) 国 ntr咽属 ri咽腐 dini晴嵐 niUIII属 {分桜細胞}

(.) C.8 C.b C. f D. f 0.8 D.嶋 D.c D.i D.rd D.rg D.n D.t D.l P.C P.II A.c A.t P.C P.d G.C D. f D.a D.m D.c 
陸奥湾西都 野内 32 2000/5/1 7:48 。10 。11.0 自 o 9.1 21.397 10 

5 9.3 33.007 15 30 15 25 15 
10 9.2 33.157 145 55 10 30 15 35 5 
20 9.1 33.225 5 1ω30 30 50 20 55 30 
30 8.9 33.256 10 375 90 15 5 10 50 5 

2000/5/8 6:00 一一 ー- 12.0 -- o 11.0 31.948 10 30 35 35 10 
5 10.5 32.613 125 40 15 20 20 
10 10.7 32.864 85 45 35 15 20 10 5 15 
20 9.5 33.227 15 110 35 5 10 10 15 5 
30 9.3 33.339 90 1715 105 15 35 40 25 

2000/5/15 5:45 8.0 -- o 11.6 30.630 10 40 10 140 
5 11.6 32.040 70 10 55 15 
10 10.8 32.553 5 305 35 5 5 15 
20 9.8 33.071 545 15 5 10 
30 9.8 33.299 25 520 25 20 15 10 

2000/5/22 7:20 - 13.0 -- o 12.2 20.495 10 5 10 
5 12.5 32.255 550 40 10 25 25 
10 10.5 32.915 265 20 
20 9.8 33.220 5 305 25 20 5 10 
30 9.5 33.379 20 280 5 15 10 5 

2000/5/29 8:45 -ー 15.0 ・ー o 12.5 32.509 5 285 25 10 15 
5 12.4 32.519 5 350 10 20 5 
10 12.2 32.557 5 390 20 10 5 5 

αコ 20 11.6 32.734 15 875 130 15 10 (.Il 

30 9.5 33.381 35 1710 30 10 5 5 
2000/B/5 5:35 ー- 10.0 冊 o 14.0 32.211 15 5 45 

5 14.0 32.382 5 15 25 5 
10 13.5 32.686 60 20 
20 11.4 33.124 5 55 5 140 15 
30 11.4 33.396 900 5 315 

20∞/6/12 7.0 ー o 15.7 32.354 5 5 35 5 15 5 
5 15.4 32.634 5 5 5 30 15 10 15 5 
10 14.5 32.775 15 10 35 5 10 
20 12.1 33.278 65 25 75 10 15 15 
30 11.8 33.441 5 1370 15 405 10 

20ω/6/19 7:00 9.0 。19.531.10S 5 s 5 25 20 5 
5 18.8 32.519 65 15 
10 16.0 32.771 5 
20 13.5 33.293 15 60 30 E 
30 12.7 33.448 5 120 20 355 35 10 5 

2ωoJ6/26 一一一 ー 12.0 o 17.533.お3 10 
5 17.2 33.488 
10 17.0 33.502 15 
20 16.5 33.745 255 20 25 10 
30 14.0 33.622 180 10 40 

2ω0/7/3 ーー 17.0 o 21.0 3t.飽9 15 5 90 
5 18.2 33.069 55 10 
10 11.0 32.976 20 25 25 5 5 5 
20 16.4 33.249 320 25 30 10 5 5 
30 15.5 33.498 10 385 10 25 



(3/4) 

気象海象観測結果 プランクトン(渦鞭毛藻類)調査結果 (出現密度 ω11s/L)

海域 調査地点 水深 年月日 時 刻 天 気 雲 量 風向透明度水色調査水温 塩分 Ceratium属 Dinophysis属 Proro- A1exand- Protoperi- GYllVlodト Dinophysi属
(m) 風力 (m) 水深 (・C) centrumll rium属 dinium属 nium属 {分裂細胞}

{剛) C.a C.b C.f D.f D.a D.II D.c D.i D.rd D.rg D.n D.t D.1 P.C P.m A.c A.t P.c P.d G.C D. f D.a D.II D.c 
陸奥湾西部 野内 32 2000/7/10 ーー 15.0 -- o 18.5 33.162 145 15 5 5 10 

5 18.5 33.164 290 5 10 
10 18.5 33.181 340 5 5 15 
20 18.3 33.205 280 5 5 
30 15.6 33.618 25 50 5 

2000/7/17 ーー 12.0 ・・ o 21.8 32.801 5 
5 21.8 32.793 10 5 15 
10 20.0 32.972 330 5 10 25 25 
20 17.5 33.400 230 10 10 
30 17.5 33.723 2435 10 15 

2000/7/24 一一一 ー- 8.0 - o 22.0 32.244 5 一 一三面

5 21.3 33.170 335 5 10 
10 20.3 33.468 1225 20 10 20 20 5 
20 19.7 33.737 40 10 5 
30 19.0 33.770 5 50 5 

2000/7/31 ーー ー圃 ーー・ ー- 20.0 -- o 23.8 32~390 65 s 
5 22.8 32.799 25 10 
10 22.3 32.932 25 45 30 15 
20 22.0 33.371 260 20 10 5 
30 21.3 33.448 80 15 25 5 10 

2000/8/7 団関 11.0 ・ー o 25.0 28.455 5 5 60 10 5 5 
5 25.2 32.855 140 40 5 40 35 190 10 5 5 

00 10 23.5 33.057 15 140 5 5 5 30 σ3 
20 22.6 33.324 75 5 10 15 5 5 
30 20.5 33.617 10 10 70 5 15 

扇O()/8/14 一一一 ー- 9.0 -- o 24.0 33.103 15 5 10 20 10 5 
5 24.3 33.100 10 5 15 10 
10 23.5 33.442 40 30 15 65 340 5 15 
20 22.5 33.469 15 10 30 5 5 
30 20.8 33.662 

2000/8/21 自ー 田ー 』由 ー- 9.0 -- o 24.6 33.280 15 5 5 
5 24.6 33.258 10 5 5 10 
10 24: 0 33.617 15 35 50 20 15 
20 23.0 33.631 10 25 10 25 5 5 
30 20.9 33.910 10 45 10 

2000/B/28 一一一 ー 10.0 同ー o 24.1 33.208 5 20 15 45 5 10 
5 24.1 33.199 5 10 10 5 25 15 15 
10 24.1 33.217 20 10 5 10 55 25 5 5 
20 23.7 33.404 15 5 5 10 
30 22.5 33.653 5 5 10 

2000/9/4 -- 9.0 ー o 23.6 32.432 10 5 20 
5 24.4 33.353 10 5 15 5 10 
10 24.4 33.495 25 30 20 5 
20 24.4 33.557 30 10 5 10 5 
30 ---33. 668 15 25 5 

2000/9/11 - 9.0 - o 23.5 31. 959 10 10 5 35 
5 24.0 33.376 10 5 10 10 
10 24.0 33.406 35 10 10 15 5 
20 24.0 33.482 15 15 5 10 
30 23.5 33.607 



(4/4) 

海場

(出現密度 cells/L)

陸奥湾酋部

00 
""-l 

調査地点

野内

気象海象観測結果

水深ー年月日 時刻天気雲量風向透明度水色掴査水温担分

(悶) 凪カ (・} 水深 (.C)

(11) 

32 2000/9/19 8:30 -ーーー ー・ 8.0 -- 0 23.8 33.188 
5 23.8 33.224 
10 23.8 33.376 
20 23.4 33.415 
3岨 23.433.567 

2rJoOl9l扇- --一一 12.0 - 0 22.0 33.313 
5 21.8 33.300 
10 22.0 33.300 
20 21.8 33.初日
3岨 21.833.648 

2ω0/10/ 1 7 一 一 一- 8.0 -- 0 17.0 33.079 
5 18.3 33.134 
10 18.5 33.222 
20 18.5 33.2宜8
3o 18.2 33.299 

2000/11/14 8:06 c 9 0 20.0 5 0 15.0 33.115 
5 15.4 33.4咽E
10 15.5 33.414 
20 15.5 33.413 
3o 15.6 33.419 

2000/12/14 一一一一 13.0 -- 0 9.2 33.312 
5 9.5 33.311 
10 9.3 33.309 
20 9.3 33.314 
30 9.5 33.318 

CeratiUl嘱

C.8 C.b C.f O.f 
20マ「寸3
35 30 5 
15 20 10 
20 10 10 
25 5 10 
25 15 
25 20 10 
20 15 
20 15 10 

5 

5 
5 

5 
1了寸
5 10 
15 
20 10 

S 
-5--

20 20 
10 10 
10 5 
30 10 

プランクトン(渦鞭毛簿類)調査結果

Oi nophysi s.ll Proro- A 1 exand-Protoperi - Gy岡田di- OinophysiJl 
国 ntr咽属 ri咽属 dini岨鹿川崎属 {分裂絹胞)

O.a D.桶 D.c D.i D.rd D.rg D.n o.t 0.1 P.c P.m A.c A.t P.c P.d G.c D.f D.a D.m O.c 
5 5 
5 

10 5 
15 5 

5 
10 

5 
5 

10 

5 
5 

5 

P
S
R
u
n
-
R
U
R
U
 

1

1

1

 



付表2・2 陸奥湾東部海域(東湾定点)の気象海象観測結果及びプランクトン調査結果 (1/4) 
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プランクトン{渦鞭毛蕩類}筒査結果 (出現密度 cells/l}
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気象海象観測結果 プランクトン{渦繊毛蕩頬}鯛査結果 {出現密度 cells/l}

海繊 調査地点 水深 年月日 時刻天気書量風向透明度水色銅壷水温 担分 Cerati~ Dinophysis属 Proro- A1exand- Prot。閃ri- Gy肺柚di- Dinophysi属

{冊) 風カ {嗣) 水深(・C) centru咽 ri咽属 dini~ niUIll属 (分磁細胞)

(・} C.a C.b C. f o. f O.a o.・ O.c O.i O.rd D.rg O.n O.t 0.1 P.c P.III A.c A.t P.c P.d G.c o. f O.a 0.11 D.c 
陸臭湾東部 野辺地 35 2000/4/25 9:45 bc 3 WNW 4 10.5 5 o 7.2 32.671 315 35 10 340 25 5 

5 6.7 32.678 205 35 25 275 10 
10 6.5 32.809 480 60 25 285 10 5 
20 6.4 32.940 535 40 10 25 5 
30 6.5 33.171 35 5 5 20 5 
33 6.2 33.187 30 5 15 

2000/5/2 9:46 o，f 10 E 4 12.5 5 o 8.4 32.618 30 20 20 245 s 5 10 
5 7.7 32.873 60 30 10 ω 10 10 
10 7.5 32.919 215 70 5 30 5 5 
20 7.4 32.924 505 125 55 35 10 
30 7.3 32.948 690 70 40 60 
33 7.3 32.967 945 55 45 40 

2000/5/8 9:48 0，f10 SE 1 15.5 5 o 8.7 32.451 75 20 15 10 
5 8.5 32.756 135 5 5 5 10 
10 8.2 32.800 230 150 40 5 5 
20 7.4 32.934 115 10 50 5 5 
30 7.3 33.089 300 35 25 5 30 
33 7.1 33.186 320 40 25 15 10 30 

2000/5/17 10:27 。10NNE 1 20.5 4 o 11.0 31.905 35 35 10 550 5 35 
5 10.6 32.192 320 55 10 250 5 70 
10 10.2 32.312 370 40 10 130 5 25 
20 9.9 32.539 160 80 15 65 10 
30 9.8 32.662 95 55 5 20 5 。。 33 8.8 32.911 260 40 25 35 5 

<.D 
2000/5/22 9:47 bc， f 7 NE 1 20.5 4 o 11. 0 32.406 15 30 205 60 

5 10.3 32.668 115 20 20 
10 9.6 32.719 190 50 35 
20 7.9 33.003 495 20 30 
30 8.0 33.284 5 390 10 10 5 5 
33 8.0 33.354 5 315 35 20 E 5 40 

2000/5/31 9:52 。10 NE 1 16.5 4 o 13.9 32.175 30 60 5 30 
5 13.3 32.420 85 55 45 5 
10 13.0 32.459 110 45 35 5 10 
20 12.5 32.551 155 10 20 40 15 15 5 
30 12.4 32.545 205 15 25 25 
33 12.6 32.503 265 15 50 50 25 

2000/6/5 9:48 bc 2附 314.5 5 。13.632.502 4o 10 45 10 
5 13.6 32.496 50 15 70 10 
10 13.5 32.496 20 10 5 90 25 
20 12.8 32.570 5 1510 35 60 25 
30 9.6 32.嶋S 150 5 20 15 10 
33 9.4 33.108 265 15 26 25 s 

2000/S/12 9:47 bc 3 E 1 14.5 5 。15.132.501 15 20 35 10 
5 15.1 32.499 5 25 E 30 10 10 
10 14.5 32.545 20 15 5 25 15 
20 11.5 32.794 5 60 15 

310 0 
5 

30 11.1 33.309 60 15 85 
33 10.9 33.329 5 70 5 160 E 15 

2000/B/19 9:49 bc 8 NE 1 15.0 4 。18.832.397 195 5 
5 18.2 32.424 35 10 5 
10 16.1 32.511 5 10 20 
20 12.2 32.744 10 
30 12.1 33.443 5 50 15 15 
33 11.8 33.400 5 10 130 5 
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気象海象観測結果

海域 調査地点 水深 年月日 時刻天気婁量風向透明度水色刷査水温拘置分

(m) 風力 (m) 水深 (.C)

(11) 
陸奥湾東部 野辺地 お 2OOO/9/49:42 C --lOt319:r C023.932.977 

5 23.9 32.971 
10 23.9 32.970 
20 23.9 33.028 
30 22.5 33.595 
33 22.2 33.484 

2000/9/11 9:42 0 10ESE 1 14.5 6 0 23.2 32.989 
5 23.2 32.984 
10 23.2 32.988 
20 23.2 33.047 
30 22.5 33.490 
33 22.3 33.337 

2000/9/19 9:43 bc 3 NW 2 11.5 6 0 23.0 33.110 
5 23.0 33.116 
10 23.0 33.115 
20 23.0 33.115 
30 23.0 33.2鈎
33 23.0 33.341 

2000/9/29 9:51 bc 4 WNW 4 8.5 6 0 21.9 33.242 
5 21.9 33.242 
10 21.8 33.248 
20 21.8 33.245 
30 21. 9 33.244 
33 21.8 33.249 

2000/10/17 9:50 b 1 S 2 9.0 6 0 20.3 33.348 
5 20.2 33.352 
10 20.1 33.347 
20 20.1 33.347 
30 20.1 33.345 
33 20.1 33.343 

2000/11/14 13:12 C 10 0 15.0 5 0 14.7 33.419 
5 14.6 33.425 
10 14.7 33.413 
20 14.7 33.418 
30 14.7 33.424 
33 14.7 33.424 

2000(12プ14 9:47 s，o 10 SSE 2 13.5 5 0 9.0 33.524 
5 8.8 33.515 
10 8.8 33.511 
20 8.7 33.499 
30 8.7 33.502 
33 8. 7 33.5~ 

Cerati咽嘱

C.a C.b C. f 
220 5 
155 20 
170 5 
170 5 
135 35 

124F5一一10 

165 50 
170 10 
180 
60 15 

E70「寸10 

40 20 
45 
10 10 
40 25 

E18「寸20E 

55 30 
50 35 

5 40 20 
50 35 

T4了0寸5吉0 

5 
15 

10 15 
10 

T1了5寸2百0 

40 40 
20 
20 
15 15 

510 r寸言

40 
35 20 
55 15 
35 
55 10 

(4/4) 

プランクトン(渦繊毛蕩類}踊査結果 (出現密度 cells/L)

Oinophysis属 Proro幽 Alexand- Protoperi- Gy府四di- Oinophysi属

国 ntr四属 ri酬鷹 dinium.a. ni凶嘱 (分裂細胞)

O. f O.a O.岡 O.C O.i O.rd O.rg O.n O.t 0.1 P.C P.咽 A.cA.t P.C P.d G.C O. f D.a 0.11 O.C 

25 10 25 5 5 
35 15 15 
25 15 20 
5 5 5 
5 5 5 
10 5 
75 5 10 15 10 
85 5 10 5 
45 10 20 10 5 
85 5 10 
5 5 20 10 
20 15 5 5 
35 20 5 
5 10 
25 15 
25 10 10 
20 5 5 

20 5 

10 5 5 
5 15 

5 10 

10 

10 
5 

5 
5 5 

τ一一10 
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付表2-3 睦奥湾全湾海域の気象海象観測結果及びプランクトン調査結果

気象海象観測結果

回次 海域 調査地点水深年月日 時刻天気雲量風向透明度水色調査水温担分 Cerat;um腐
(冊) 風力 (m) 水深 ('C)

{m) C.a C.b C. f O. f O.a 
1 陸奥湾圭湾 1 47 2000/1/5 11:32 bc 8 W 2 12.0 5 0 11.10 33.788 

10 11.25 33.784 
20 11.02 33.754 
30 10.84 33.719 
40 10.73 33.710 
45 10.99 33.784 

53 2000/1/5 13:05 0 10 NW 3 14.0 5 0 11.20 33.773 
10 11.18 33.785 
20 11.10 33.765 
初 9切 33.559
40 8.91 33，510 
51 7.89 33.354 

52 2000/1/5 14:03 bc 8 NW 2 14.0 5 0 10.20 33.646 
10 10.02 33.600 
20 10.02 33.615 
30 9.飴 33.593
ω9.74 33.鴎8
5o 8.06 33.415 

47 20ω/1/5 16:30 一一剛 2 -- 5 0 9.00 33.5凋
10 8.60 33.487 
20 8.66 33.4咽7
30 8.54 33.489 
40 8.48 33.600 
45 8.23 33.4晴2

40 2000/1/5 15:38 0 10 附 2 12.0 5 0 8.50 33.023 
10 10.57 お.鴎7
20 10.65 33.690 
30 日目88 33.518 
38 8.68 33.501 

39 2000/1/5 18:20 r ー 剛 2 -- -- 0 8.50 33.柑2

E 真湾盃湾 1 47 欠測

53-~肩

D2一面

10 8.62 33.4ω 
20 8.62 33.489 
30 8.59 33.4飽
37 8.8国 33.547

10 130 10 
60 20 

20 30 10 
50 

10 90 10 
140 20 
170 
160 20 20 

10 110 30 

而ー「百
ω 20 
170 10 
20 10 10 
30 10 10 

10 
1025O 30 

390 関 20 
380 60 20 
150 60 10 
10 20 
10 20 

340 70 20 
230 30 30 
200 20 
10 10 

10 340 20 
260 50 30 
400 40 10 

10 400 20 20 
70 10 

(1(8) 

プランクトン(渦鞭毛藻頬)鯛査結果 (出現密度 cells/l)

0; nophys;s属 Proro- A1exand- Prot叩er;- Gymnod; - 0; nopys; s属

国 ntrum.ll r; UII¥属 dinium属 nium属 {分裂細胞)

0.111 O.c O.i O.rd 0.r9 O.n O.t 0.1 P.c P.m A.c A.t P.C P.d G.c D.f O.a D.m O.c 

問

10 

10 

10 

10 

10 
10 

10 
10 

10 
10 

10 

10 

10 

10 10 
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気象海象観測結果 プランクトン{渦鞭毛蕩類)鯛査結果 {出現密度 cells/l}

回次海場 調査地点水深年月日 時刻天気雲量風向透明度水色調査水温 塩分 Cerati岨腐 Oino凶ysis属 Proro- A1exand- Protoperi- Gy胃IOdi- Oinopysis属

(m) 風力 (舗} 水深{・'C) 国 ntr咽属 riulII属 dini畑属 nil踊属 {分裂細胞)

(剛} C.a C.b C. f O. f O.a O.剛 O.C O.i O.rd 0.r9 O.n D.t D.1 P.c P.m A.c A.t P.C P.d G.C D.f D.a 0・D.c
ヰ7 扇

40 欠測

39 欠測

3 陸奥湾全湾 47 2000/3/16 11 :36 。10 E 2 13.0 5 o 6.70 33.666 260 30 20 
10 5.63 33.666 320 30 20 20 10 20 
20 5.54 33筋。 210 40 20 10 20 40 10 
30 5.51 33.664 260 10 20 30 20 
40 5.51 33.663 190 20 20 40 20 
45 5.54 33.652 250 20 20 10 

53 2000/3/16 12:55 。10 E 3 11.0 5 o 5.50 33.619 100 20 10 10 
10 5.36 33.615 230 50 40 10 
20 5.33 33.611 210 10 20 

包コ 30 5.31 33.612 210 10 20 
w 40 5.32 33.597 80 ω 20 20 

51 5.36 33.602 110 10 10 10 
62 2000/3116 13:51 r 10 E 3 13.0 5 o 4.40 33.438 280 30 10 10 

10 4.31 33.450 220 30 10 10 
20 4.26 33.455 160 40 20 
30 4.27 33.447 210 50 20 
40 4.25 33.444 300 10 10 10 20 
50 4.34 33.454 210 30 

47 2000/3/16 16:10 • 10 SE3 11.0 5 04ω33.382 240 50 10 20 
10 3.86 33.368 220 初 10 10 
20 3，80 33.357 1ω ω 20 10 
30 3.92 33.調。 270 40 30 10 10 
40 4.00 33.420 280 20 30 10 
45 4.12 33.444 160 10 30 10 20 10 

40 2000/3/16 15:25 s 10 SE 3 12.0 E o 3.8o 33.324 120 
10 3.55 33.326 130 30 
20 3.59 33.340 60 1目
30 3.59 33.332 100 10 10 10 10 
38 3.60 33.341 110 30 30 。

39 20ω/311617:52 SE3 o 4ω33.505 290 20 10 20 
10 4.倒 33.512 240 20 10 
20 4.73 33.517 310 相 40 
30 4.76 33.532 3ω 20 10 10 
37 4.76 33.535 380 10 10 
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ミP
品

気象海象観測結果

回次海域 調 査地点水深年月日 時刻天気雲量風向透明度水色調査水温塩分

(m) 風力 (冊) 水深(・C)
{m) 

4 陸奥湾全湾 1 47 2000/4/5 11:33 0 10 0 15.0 5 0 6.20 33.500 
10 5.81 33.511 
20 5.92 33.577 
30 5.79 33.569 
4晴 5.73 33.568 
46 6.83 33.573 

63 2000/4/5 12:03 0 10 E 2 15.0 5 0 5.20 33.391 
10 5.86 33目572
20 5.関 33.585
30 5.91 33.593 
40 5.68 3U81 
51 5.97 33.623 

52 2000/4/5 13:40 r 10 NE 2 14.0 5 0 7.10 33.m 
10 5.96 33.557 
20 5.40 33.50団
30 5.63 33.553 
40 5.95 33.617 
5o 6.17 33.647 

47 2000/4/5 16:11 r 10 SW 2 16.0 5 0 5.30 33.185 
10 4.20 33.244 
20 4.12 33.242 
30 4.13 33.25直
40 4.14 33.261 
45 4.24 33.258 

40 2000/4/5 15・20 r 10 NE 2 16.0 5 0 5.10 33.209 
10 4.35 33.237 
20 4.25 33.240 
30 4.20 33.246 
38 4.53 33.297 

39 2000/4/5 17:44 r 10 SE 2 16.0 5 0 6.00 33.261 
10 4.62 33.351 
20 4.84 33.409 
30 4.70 33.413 
37 4.83 33.423 

5 樋奥湾全湾 1 47 2000/5/17 7:20 0， r 10 SW 2 14.0 5 0 11目00 32.836 
10 10.69 32.698 
20 9.75 33.048 
30 9.14 33.259 
40 9.66 33.593 
45 8.68 33.528 

53 2000/6/17 8:30 c 10 SW 2 16.0 5 0 10.90 32.829 
10 10.47 32.916 
20 8.95 33.365 
30 8.45 33.494 
40 8.30 33.691 
51 7.85 33.655 

52 2000/5/17 12:50 c 10 SW 2 12.0 5.日目 11.90 31. 249 
10 10.75 32.730 
20 8.74 32.978 
30 7.73 33.108 
40 8.10 33.530 
50 5.88 33.339 
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プランクトン{渦鞭毛蕩類)鯛査結果 (出現密度 cells/L)
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気象海象観測結果

自次 海舗 網査地点水深年月日 時刻天気雲量風向透明度水色調査水温担分

(m) 風力 (m) 水深 ('C)

(冊)
7 陸奥湾全湾 1 47 200017/11 12:15 bc 4 W 3 13.0 5 0 19.20 32.935 

10 17.ω33.126 
20 17.15 33.751 
30 16.04 3口3.821
4岨 14.88 33.775 
45 12.羽 33.925

53 200017/11 13:05 bc 6 W 3 15.0 5 0 19.20 3日3.126
10 18.57 33.175 
20 17.39 33.766 
30 15.66 33.857 
40 14.46 33例9
51 12.12 33.878 

52 200017/11 14:01 bc 5 W 3 15.0 5 0 19.20 33.298 
10 18.57 33.お3
20 16.91 33.436 
30 15.37 33.726 
伺 14回船 33.7ω 
5o 9.鎚 33.358

47 2日~0017111 14:43 bc 4 W 3 15.0 5 0 19.10 32.861 
10 18.18 33.187 
20 16.51 32.710 
30 13.82 32.704 
40 11.朗 32.701
45 11.89 32.700 

40 200017111 18:26 bc 4 W 3 16.0 5 0 18.80 32.775 
10 17.66 32.784 
20 16.93 33.145 
30 13.89 33.200 
38 11.79 33.419 

39 200017111 15:35 bc 5 _ 3 16.0 5 0 19羽 32.919
10 18.81 33.125 
20 17.53 33.540 
30 14.82 33.3初
37 13.50 33.289 

8 随果湾全湾 1 47 2000/8/9 7:48 c 10 E 2 11.0 4 0 25.70 32.896 
10 24.02 33.233 
20 22.92 33.381 
30 21.40 33.470 
ω19.04 33.7筋
縄 17.鈎 33.936

2 53 2ω0/8/9 8:56 c 9 HE 3 13.0 4 0 24.80 32.960 
10 24.46 33.089 
20 23.66 33.383 
30 20.22 33.761 
ω16.93 33.銅3
51 14.60 34.140 

52 2000/8/9 13:56 bc 6 SE 3 12.0 4 0 25.70 32.675 
10 24.02 33.010 
20 21.95 33.407 
30 20.34 33.462 
40 17駒 33.863
50 14.78 33.977 

C.a C.b C.f D.f 0 a D.聞 D.c
30 10 10 
530 20 10 

10 350 
140 
120 10 
2泊
10 
10 10 

2ω 
10 70 
10 80 

Ceratium鹿

プランクトン(渦傾毛l1i類)調査結果 (出現密度 cel1s/L) 
Dinophysis属 Proro- Ale閥 nd- Protoperi - GYllVlodi - Di nopysi s属

centrum属 rium属 diniulll属 nium属 {分裂細胞)
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気象海象観測結果 プランクトン(渦鞭毛事巨額}踊査結果 {出現曾度 cel1s/L}
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気象海象観測結果

回次海域 調査地点水深年月日 時刻天気雲量風向透明度水色綱査水温極分

(m) 風力 (m) 水深 (.C)

(m) 

10 陸奥湾全湾 1 47 2000/10/2 10・36 c 10 雨 1 lCO 5 0 22.00 33.358 
10 21. 99 33.347 
20 22.00 33.352 
30 21.95 33.363 
40 21.74 33.幻2
45 20.59 33.725 

63 20ω/10/2 11 :23 c 10 NE 3 13.0 5 0 22.ω33.420 
10 22.01 33.4岨
20 22.ω33.442 
30 22.02 33.461 
40 21.76 33.513 
51 18.39 33.862 

3 52 2000/10/2 12:57 c 10 E 3 12.0 5 0 21.関 33..390
10 21.81 33.375 
2021.77 33.370 
30 21.関 33.3舗
40 21.91 33.410 
5o 18.55 33位9

47 2000/10/2 15:21 c 10 SE 3 10.0 6 0 21.60 33.24日
10 21.69 33.240 
20 21.62 33.2ヨ6
30 21.63 33.247 
40 21.駒 33.287
45 21.83 33.365 

40 2000/l0{2 13:37 c 10 SE 3 11.0 5 0 21.80 33.391 
10 21.86 33.羽3
20 21.83 33.羽1
30 21. 90 33羽T
謁 21.90 33.381 

39 2000ハ0/2 17:07 c SE 3 - -- 0 2UO 33.283 
10 21.“33.271 
20 21.55 33.278 
30 21.“ 33.272 
37 21.60 33.2布

11 隆奥湾全湾 1 47 2000/11/7 10:58 bc 2 SE 1 21.0 4 0 17.20 33.柑3
10 17.21 33.462 
20 17.16 33.457 
30 17.16 33.459 
40 17.21 33.456 
45 17.20 33.468 

53 2000ハ1/7 11:40 bc 3 SEI 19.0 4 017.2033.糾3
10 17.07 33.430 
20 17.05 33.426 
30 17.13 33.4騎
40 17.27 33.4晴2
51 16.02 33.624 

52 2000/11/7 13:2漕 c 10 SW 3 ta.O 4 0 16.90 33.433 
10 16.78 33.424 
20 1白69 33.416 
30 16.58 33.424 
40 16.46 33.400 
5o 16.41 33.393 

プランクトン(渦鞭毛藻類)調査結果 {出現密度 cells/L)

Ceratium属 Dinophysis属 Proro- 1.1回 and- Protoperi- Gymnodi- Dinopysis属
印刷tr叩膚 ri咽属 dinium1l nium属 {分裂細胞)
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20 10 
20 20 10 
10 10 
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10 40 
10 30 10 10 
1o 10 
20 10 10 10 
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40 40 10 10 10 
2o 40 
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切 20 10 10 10 
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50 40 10 
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10 10 
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1980年以降の陸奥湾西部海域(西湾定点)における養殖ホタテガイの下痢性貝毒による毒化状況とD.fortiiの出現動向
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2000 

9月 期間最高

10 (5) 1630 

45 (4) 2640 

15 (4) 5610 

20 (4) 1815 

45 (4) 1175 

o (5) 1410 

o (3) 2195 

5 (2) 545 
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3月

o (1) 
10 (2) 

10 (3) 

15 (5) 

10 (4) 

10 (5) 

5 (3) 

30 (5) 

5 (4) 

15 (4) 

15 (4) 

15 (4) 

65 (5) 

25 (5) 

20 (3) 

45 (4) 

45 (4) 

15 (4) 

105 (5) 

25 (5) 

20 (4) 

マウス試験による毒カ (MU/g.中腸腺)

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 期間最高

一ー (0)0.00 (4) 2.00 (4) 4.50 (5) 1.00 (4) 0.00 (4) 0.30 (4) 4.50 

一帯 (0)0.50 (4) 1.00 (4) 3.00 (5) 3.20 (4) 0.70 (3) ーー (0) 3.20 

0.00 (4) 0.30 (4) 2.25 (5) 3.40 (4) 3.40 (4) 0.70 (5) 0.00 (4) 3.40 

0.30 (4) 0.40 (4) 3.40 (5) 4.20 (4) 3.00 (4) 0.50 (4) '0.40 (4) 4.20 

0.00 (4) 0.00 (4) 1.00 (5) 4.00 (4) 2.40 (5) 0.60 (4) 0.50 (4) 4.00 

0.00 (4) 0.00 (4) 2.30 (4) 1.20 (3) 0.60 (3) 0.75 (4) 0.00 (5) 2.30 

0.50 (3) 0.60 (4) 1.80 (4) 1.50 (1) 1.80 (3) 0.75 (2) 0.40 (3) 1.80 

0.40 (5) 0.40 (4) 0.50 (4) 2.00 (2) 1.00 (2) 0.75 (2) 0.75 (2) 2.00 

0.30 (4) 0.00 (4) 1.00 (4) 6.00 (2) 2.00 (2) 2.00 (2) 0.60 (2) 6.00 

0.30 (4) 0.00 (3) 1.50 (4) 1.00 (2) 1.50 (2) 0.40 (1) 0.30 (1) 1.50 

0.30 (4) 0.50 (4) 3.00 (4) 6.00 (2) 0.60 (2) 0.60 (3) 0.00 (2) 6.00 

0.00 (4) 0.40 (4) 1.50 (4) 1.50 (2) 1.50 (2) 0.75 (3) 0.60 (3) 1.50 

0.40 (5) 0.00 (3) 1.00 (3) 0.75 (3) 0.60 (2) O.∞(2) 0.00 (1) 1.00 

0.40 (3) 0.50 (4) 1.00 (3) 1.00 (2) 1.00 (2) 0.50 (2) 0.3ゆ(2) 1.00 

0.00 (3) 0.00 (5) 0.30 (2) 2.00 (2) 1.00 (2) 1.00 (3) 0.00 (2) 2.∞ 
0.39 (4) 0.40 (2) 2.00 (4) 3.00 (2) 2.00 (2) 0.60 (3) 0.50 (2) 3.∞ 
0.00 (4) 0.00 (5) 0.47 (3) 1.60 (2) 0.90 (2) O.∞(2) 0.00 (3) 1.印

0.00 (4) 0.00 (3) 0.00 (2) O.∞(2) 0.00 (4) 0.73 (3) 0.00 (3) 0.73 

0.49 (5) 0.00 (4) 0.00 (4) 0.57 (5) 1.43 (4) 0.84 (5) 1.65 (3) 1.65 

0.00 (5) 0.00 (4) 0.69 (5) 0.71 (4) 0.00 (4) O.∞(5) 0.00 (4) 0.71 

0.00 (4) 0.44 (4) 0.00 (5) 0.60 (4) 0.00 (5) O.∞(4) 0.00 (4) 0.60 

付表3・1

年次

l
l
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1228 

5610 

65 

a
ι
T
n
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n
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n
t
n
E
 

1980-2000年の統計

(平均)0.20 0.21 1.27 2.31 1.38 0.58 0.32 2.51 

(最高)0.50 0.60 3.40 6.00 3.40 2.∞ 1.65 6.00 

(最低)0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.60 

毒カ，出現密度の値はいずれも月別の最高値， ()内は月内の調査回数を示す.

毒カの試験結果が範囲で表された場合には，その下限値を採用している.なお.1996年5月からのマウス試験は可食部基準で行われているため，

検出限界未満 (0.05附/g未満)の場合の中腸腺の毒カは不明である.この表では便宜的に0.00としている.
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1980年以降の陸奥湾東部海蟻(東湾定点)における養殖ホタテガイの下痢性貝毒による毒化状況とa伽 tnの出現動向
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9月 期間最高

15 (5) 1145 

40 (4) 4205 

20 (4) 7425 

20 (4) 455 

25 (4) 1805 

o (5) 470 

25 (3) 4685 

5 (2) 1510 

145 (2) 2440 

50 (1) 2545 

15 (2) 85 

5 (3) 320 

10 (1) 310 

65 (4) 770 

180 (2) 600 

45 (2) 1170 

20 (3) 2035 

85 (3) 205 

110 (3) 255 

20 (4) 565 

85 (4) 780 

D.fortii出現密度(cells.ん)

5月 6月 7月 8月

40 (3) 1145 (5) 335 (4) 110 (4) 

100 (4) 1845 (5) 4205 (4) 55 (5) 

265 (5) 4430 (4) 7425 (4) 5850 (5) 

115 (5) 425 (4) 455 (4) 85 (5) 

170 (5) 545 (4) 1805 (5) 1735 (4) 

110 (4) 135.(3) 470 (3) 165 (4) 

95 (4) 1995 (3) 4685 (2) 460 (2) 

45 (4) 140 (2) 1510 (2) 25 (2) 

6釦 (4)1865 (2) 2440 (2) 1520 (2) 

60 (4) 590 (2) 2545 (2) 65 (1) 

65 (3) 80 (2) 85 (3) 50 (3) 

320 (4) 230 (2) 270 (2) 25 (3) 

60 (4) 75 (3) 55 (2) 75 (2) 

35 (3) 350 (2) 770 (3) 120 (2) 

155 (4) 600 (2) 245 (2) 180 (3) 

130 (4) 1035 (3) 1170 (2) 40 (3) 

115 (4) 2035 (2) 1125 (3) 50 (2) 

60 (2) 205 (2) 190 (4) 20 (3) 

20 (4) 180 (5) 140 (4) 255 (5) 

15 (5) 565 (4) 85 (4) 100 (5) 

55 (5) 780 (4) 115 (5) 80 (3) 

4月

o (3) 
15 (4) 

20 (4) 

45 (4) 

5 (4) 

10 (5) 

25 (4) 

10 (4) 

10 (4) 

100 (4) 

20 (4) 

30 (4) 

310 (4) 

30 (4) 

35 (4) 

40 (4) 

10 (4) 

50 (3) 

110 (4) 

10 (4) 

25 (4) 

3月

一ー (0)

5 (2) 

1{) (3) 

10 (5) 

10 (4) 

10 (4) 

5 (3) 

30 (5) 

5 (4) 

15 (4) 

20 (3) 

35 (4) 

115 (5) 

50 (5) 

10 (4) 

40 (4) 

25 (4) 

40 (4) 

100 (5) 

10 (5) 

30 (4) 

マウス試験による毒カ (MU/g・中腸腺)

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 期間最高

一ー (0)0.00 (4) 0.00 (4) 3.30 (5) 4.50 (4) 1.25 (4) 0.70 (5) 4.50 

ーー (0)0.30 (4) 0.50 (4) 3.00 (5) 5.00 (4) 1. 70 (3) ーー (0) 5.00 

0.70 (3) 0.50 (4) 0.70 (5) 4.20 (3) 3.40 (4) 3.40 (5) 1.20 (4) 4.20 

0.40 (4) 0.40 (4) 0.50 (5) 3.∞(5) 3.{)0 (4) 2.70 (4) 0.70 (4) 3.00 

0.30 (4) 0.30 (4) 1.00 (5) 2.00 (4) 2.40 (5) 1.20 (4) 0.60 (4) 2.40 

0.00 (4) 0.30 (5) 0.50 (4) 0.60 (3) 0.60 (3) 0.50 (4) 0.00 (5) 0.60 

0.60 (3) 0.50 (4) 0.60 (4) 4.00 (2) 1.50 (2) 4.00 (2) 2.00 (3) 4.00 

0.50 (5) 0.40 (4) 0.50 (4) 1.50 (2) 5.00 (2) 2.00 (2) 3.00 (2) 5.00 

0.50 (4) 0.40 (4) 0.50 (4) 5.00 (2) 8.00 (2) 6.00 (2) 2.00 (2) 8.00 

0.60 (4) 0.50 (4) 0.50 (4) 5.∞(2) 3.00 (2) 1.00 (1) 0.60 (1) 5.∞ 
0.60 (3) 0.50 (5) 0.50 (3) 0.40 (2) 0.40 (2) 0.00 (3) 0.00 (2) 0.60 

0.75 (4) 0.75 (4) 0.75 (4) 0.60 (2) 1.00 (2) 0.50 (3) 0.50 (3) 1.∞ 

0.44 (5) 0.75 (4) 0.50 (3) 0.60 (3) 0.40 (2) 0.00 (2) 0.00 (1) 0.75 

0.75 (3) 0.60 (4) 0.40 (3) 0.40 (2) 1.50 (2) 0.75 (2) 0.60 (4) 1.50 

0.00 (4) 0.42 (3) 0.00 (2) 0.50 (2) 0.75 (2) 0.60 (3) 0.00 (2) 0.75 

0.49 (4) 0.60 (2) 0.40 (4) 1.00 (2) 5.00 (2) 0.40 (3) 0.60 (2) 5.00 

0.30 (4) 0.30 (4) 0.49 (3) 1.60 (2) 1.12 (2) 0.62 (2) 0.00 (3) 1.60 

0.00 (4) 0.41 (3) 0.00 (2) 0.00 (2) 0.00 (4) 0.00 (3) O.∞(3) 0.41 

0.00 (5) 0.00 (4) 0.00 (4) 0.00 (5) 0.00 (4) 0.00 (5) 0.00 (3) 0.00 

0.00 (5) 0.00 (4) 0.00 (5) 0.95 (4) 1.30 (4) 0.00 (5) 0.00 (4) 1.30 

0.00 (4) 0.00 (4) 0.00 (5) 1.10 (4) 1.20 (5) 0.00 (3) 0.00 (4) 1.20 

付表 3-2

年次

ー

l
H
C
H
I
-

1980-2000年の統計

(平均) 0.36 0.38 0.40 1.85 2.34 1.27 0.63 

(最高) 0.75 0.75 1.00 5.00 8.00 6.00 3.00 

(最低) O.∞ 0.00 O.∞ 0.00 0.00 0.00 0.00 

毒カ，出現密度の値は月別の是高値. ()内は月内の調査回数を示す.

毒カの詰験結果が範囲で表された場合には，その下限値を採用している.なお.1996年5月からのマウス試験は可食部基準で行われているため，

検出限界未満 (0.05削19朱満)の場合の中腸線の棒カは不明である.この褒では便宜的に0.00としている.
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1978年以降における陸奥湾海域産ホタテガイの下痢性貝毒による出荷規制状況付表4
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10/08 
08/19 
07/27 

06/30 
05/09 
05/17 
04/30 
03/25 
03/26 

05/05 
OS/22 

03/29 
03/12 
03/26 

03/16 
03/09 
03/23 
04/01 
03/19 
04/08 
03/24 
OS/22 
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04/02 

OS/27 
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1978 
1979 
1980 
1981 
1982 

1983 

1984 
1985 
1986 

1987 
1988 

1989 
1990 
1991 

1992 
1993 
1994 
1995 
1996 
1997 
1998 

1999 
2000 

。
hコ

1980-20∞隼の統計

平均 04/10 10/01 170 05/18 09/19 106 
・早(最短) 03/09 07/27 84 03/25 07/16 0 
.遅(畳畏) OS/27 12/27 276 07/11 11/24 189 

*1 1993年の地まき買については4/12-7/'l6.-o/27;;.;rO/12の2屈にわたり行われている.褒!こ示した解除日は量終規制の解除目であり，規制目敏は合算じ友志のである.
*2 1997年の養殖貝については4/9-7/24.8/2h9/12の2固にわたり行われている.解除目と規制回数はよ記同様である.
*3 1998隼の養殖貝については4/2-5/8.6/11-7/17. 7/31-9/4. 9/11-10/8の4固にわたり行われている.解除目と規制回数は上記同様である.“ 1998隼以降の地まきホタテガイの貝毒検査は東鶴海域(束湾}のみで行っている.
*5 1998年12月の生産海域区分の見直しにより， 1999年以降の出荷自主規制lま西郡海織と東部海織の2海峨1;::区分されて行われている.襲に示した養殖貝の規制開始日と

解除目lま，陸奥湾全体を1海歯車とした場合の量初の規制開始日と最終解除目であり，規制回数はその期間を通算したものである.海域毎の規制期間と最高棒カ1ま;欠の
ようになる.なお， ...毒カlま西郁海域は酉湾定点(野内). .鶴海域lま東湾定点(野辺地)の値である.

1999年
OS/27 
06/03 

2∞0年
04/27 05/18 21 0.44 - 0.88 西郎海域
06/08 07/27 49 0.60 - 1.20 茜部海域
06/15 07/27 42 1.20 - 2.40 束郡湯峨

規制開始時の薄化海織については，単一の海織の場合はその海域名を，両方の海織の初合lま西湾・東湾のように示し，また線制が複数回の場合には例えば1回目を(1)のよ
うに表し，その規制開始時の海峨名を続けて記載している.なお，便宜的に西湾と西郡，東湾と東部はそれぞれ同一海織を表す呼称として扱っている
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養殖ホタテガイ

年次規制開始日規制解除目規制回数

(日)
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